
４２　損益計算書の見方５
　　　　　　　（単価の計算）
　　　　　●営業収益検討をします●

月次試算表・損益計算書（単位：千円）　　　年　　月

①営業収益とは、その企業の本業の売上のことを言います。

　・卸、小売業・・商品売上高
　・製造業・・・・・製品売上高
　・サービス業・・サービス売上高・手数料売上高
　・建設業・・・・・完成工事高

②売上は必ず【数量×単価】で計算されます。
　つまり、数量の記録があれば単価を計算できます。

　・客単価＝今月の売上÷今月の買上客数
　　　　　　　　[　　　　　　　　]　　÷　[　　　　]人＝【　　　　】月・人

　・坪単価＝今月の売上÷売場面積（坪）
　　　　　　　　[　　　　　　　　]　　÷　[　　　　]坪＝【　　　　】月・坪

　・日商単価＝今月の売上÷営業日数（日）
　　　　　　　　[　　　　　　　　]　　÷　[　　　　]日＝【　　　　】１日

　・販売員単価＝今月の売上÷営業社員数（人）
　　　　　　　　[　　　　　　　　]　　÷　[　　　　]人＝【　　　　】月・人

　・従業員１人当り単価＝今月の売上÷従業員数（人）
　　　　　　　　[　　　　　　　　]　　÷　[　　　　]人＝【　　　　】月・人

注）売上の増減変動を分析する場合、数量の記録がなけれ
　ば、各種の単価が分かりません。つまり、売上の変動が　
　数の変動か、単価の変動か、両方か検討できず、原因
　究明が不明瞭となってしまいます。


